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なぜ、韓国のブタか?

中国のブタの登場時期

日本のブタの登場時期が早まる

韓国では動物遺体によるブタの存在が不明



どっちがブタ？イノシシ？

イノシシ ブタ

先 史 • 古 代 の
イ ノ シ シ と ブ タ は ?
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家畜化現象とは

野生動物が家畜になる際におきる様々な現
象を通称

遺跡から出土する骨を家畜と野生動物に分
ける際に把握できる要素



家畜化現象の把握

骨格が小さくなる。
個体の大きさが多様になる。

頭蓋骨の長さが短くなる。
歯の変形が起きる。

骨が肥大化する。
病気が多くなる。

若い個体が増加する。

早熟化する。 



本研究の注目点

大きさの変化

年齢構成の変化

食性変化の把握

歯の大きさから推測

顎骨からの年齢推定

炭素•窒素の安定同位体分析



安定同位体分析とは

主にタンパク質の起
源を知ることが可能
ブタであると、人間
に近い、野生動物と
は異なる食性を表す
ことが推測される。



古村遺跡の位置と概要

紀元後2世紀〜紀元後
7世紀まで

低湿地から多くの漆
器と木製品、骨が出
土



古村遺跡の動物遺体

切断したシカの頭蓋
骨

多くの鹿角が出土

工人集団



古村遺跡の動物内容

動物遺体の大部分はシカ

特に、鹿角が多い

遺跡の性格と関連



古村遺跡のイノシシ類の頭蓋骨



古村遺跡のイノシシ類の下顎骨



イノシシ類の歯の計測結果

下顎第1後臼歯の計測値分布



イノシシ類歯の計測結

下顎第３後臼歯の全長と前幅



古村遺跡の安定同位体分析結果



イノシシ類の大きさ別の同位体比分布



対象遺跡

韓半島の南東海岸地域

時期は紀元前7世紀から
紀元後７世紀まで

５つの遺跡



韓国のイノシシの食性と大きさ



炭素14年代によるブタの出現時期



韓国におけるブタ

紀元前６世紀からは家畜ブタが存在

周辺状況と家畜の組み合わせから出現時期
はさらに遡る可能性がある


